
 

       ２０２０年４月全学環境安全管理室等会議・事故災害報告（要約）  

 

 

・休業４日以上 

19279I 事務・図書系職員（女性：49 歳）；徒歩で帰宅中、構内の路上に設置されていた移動式鉄柵の土台部

分につまずき転倒し、両膝打撲、前歯の破折等を負った。（休業４日） 

 

・休業４日未満 

19274M 補佐員（女性：41 歳）；帰宅時、構内道路上のハンプに躓き転倒、左足首・関節不全骨折を負った。

（休業2 日） 

19280M リサーチ・アシスタント（女性：46 歳）；構外の打ち合わせ場所へ自転車で移動中、前を走っていた自

転車を追い越そうとした際に、急に右折してきたため衝突・転倒し救急搬送、胸部を骨折した。（休業1日） 

19283M 補佐員（女性：49 歳）；段差につまずき転倒し、顔面を強打した。（休業2 日） 

19291M M１院生（男性：24 歳）；台車にてガスボンベを運搬中、ボンベと台車の間に手を挟まれ、右手指を骨

折した。（休業2 日） 

19295M 医療・看護系管理職員（女性：40 歳）；更衣時にバランスを崩し､右足を着いた際にひねり骨折した。

（休業1 日） 

 

・不休業事故･災害 

19275F 医療・看護系管理職員（女性：49 歳）；患者の体位変換作業中、ベッドと患者の間で右中指を打撲（突

き指）した。 

19276F 事務・図書系職員（女性：53 歳）；自転車で物品運搬中、路面が荒れている場所で自転車が跳ね上が

り、サドルで尾てい骨を強打しひびを負った。 

19277F M1 院生（男性：24 歳）；セミナー中、発表者が貧血様の症状で意識を失いかけ、救急搬送された。 

19278F 技術・教室系職員（女性：43 歳）；アルミホイル上に置かれた注射針に気付かずに、アルミホイルを片

付けようと丸めたため針が指に刺さった。 

19285F 教授（男性：59 歳）；構内歩行中、石畳に足がはまり込み捻れて転倒、右足第5 中足骨を骨折した。 

19289F 学術支援専門職員（女性：53 歳）；地下鉄の階段で躓き転倒した。 

19290F 准教授（女性：44 歳）；居室清掃時に、床面の電源タップを移動座させようとして無理な体勢となり、腰

痛を発症した。 

19293F 助教（男性：39 歳）；手術中に電気メスにより右腕に切創を負った。 

19297F 助教（男性：35 歳）；物品の運搬中にバランスを崩して転倒し右足をひねり捻挫を負った。 

 

・通勤災害 

19284J 助教（男性：43 歳）；通勤中、自転車同士で衝突し頭部打撲を負った。 

19286J 補佐員（女性：37 歳）；帰宅途中、駅ホームの下り階段でバランスを崩して右足を強くついた際に、右

足首に捻挫を負った。  

19288J 学術支援職員（女性：57 歳）；通勤途中に直径 3cm ほどの石を踏んで足首を強くひねり、腓骨底部を

骨折した。（休業2 日） 

19296J 医療・看護系職員（女性：33 歳）；職場より徒歩で帰宅中、駅のエスカレーターから転落し腰部、背部、

臀部を強打した。 

 

・ヒヤリハット。人的被害と物的被害なし 

19281H 技術・教室系職員（男性：46歳）；台車の走行実験を行う大型実験室への無許可見学者の入室を察知

し、台車への巻き込まれ事故を未然に防いだ。 

 

 



 

・その他 

19287S 技術・教室系職員（男性：43 歳）；野外観測に使用するドローンの準備のため、飛行禁止区域で無許

可のまま飛行テストを実施した。 

 

・人的被害なし、設備災害でない小火あり 

19282Nf 窒素発生器を運転したところ、電源ケーブルの被覆が溶けて防音用ウレタンが焦げた。部屋の分電

盤内ブレーカーが動作し電源が遮断されたため、装置内に水を掛けて冷却した。 

 

・人的被害なし、設備災害でない有害物（臭）流出あり 

19292Nl 実験廃棄物回収時、H 分類の廃液タンクを台車にて回収場所へ輸送していた際に、段差で台車が

傾き、蓋が緩くしまっていたタンクからイソパラフィン系溶液（アイソゾール 300）が台車に 100mlほど漏出し

た。 

19294Nl 石油ポンプを用いて廃液を容器に移す際、容器が満タンになったことに気がつくのに遅れ、ノズルが

廃液用容器から外れ、一部(100 mL)が床にこぼれ異臭が発生した。 

 

 

            以上 教養学部等環境安全管理室 


